
 

 感染防止の要は、「マスクの着用」です。正しいマスクの付け方を指導しています！ 
感染防止の大きなポイントとなる「マスク」ですが、子どもたちは給食と 

激しい運動以外はほぼはずしません。しかし、サイズが合わないと・・・ 

「あごマスク」「鼻マスク」になってしまいほとんど効果が期待できません。 

◎マスクのサイズがお子さんの顔に本当に合っているかを確認してください。 

※材質として不織布が最も感染を防ぐと言われていますのでご検討下さい。 

※いつも清潔なマスクを付けるようにご家庭でもお話してください。 

＜マスクの正しい付け方の例＞ 

①マスクの上と下、オモテとウラを確認する。 ②マスクを半分に折り、鼻の部分を折り曲げる。 

③耳にかける部分を持って、両耳にバランス良くつける。 ④プリーツを下にさげる。（あごをおおう） 

⑤顔にフィットさせてスキマがないか確認する。 ⑥使用後は、ビニール袋等に入れて口を閉じて捨てる。 

    

 もし、感染しても「いままでどおり」に～just as usual～（ジャスト アズ ユージャル） 

もし「じぶん」がコロナにかかったら とてもつらいだろうな   もし「かぞく」がかかったら とってもしんぱいだ    

もし、「ともだち」がかかっても 「いままでどおり」にしんぱいして、「いままでどおり」に なかよくしよう！ 

 心の鬼を追い出そう！どんな鬼を書いたかは、お子さんに聞いてみて下さいね。 
２月３日は節分でした。各学年で「心の鬼を追い出す」ために、自分としっかりと向き合って考えました。 

どんな鬼を書いたかは、ぜひお子さんに聞いてみて下さい。（２月３日 HPにもアップしてあります） 

    

 コロナウィルス感染予防と今後の対応へのご理解とご協力について 
普段より細やかな対応をしていただきまして、保護者の皆様には感謝申し上げます。感染拡大にともない、以下の内容

については、もう一度ご確認ください。 

◎児童が発熱等のかぜの症状がある → 学校へ連絡、児童は「出席停止」扱いとなります。 

●同居するご家族（兄弟姉妹含む）が発熱等のかぜの症状がある → 「出席停止」 

○同居するご家族（兄弟姉妹含む）が、濃厚接触者またはPCR検査を受ける場合 → 必ず学校へご相談ください。 

※出席等の扱いについては、相談の上その状況にあわせて判断していきたいと思います。 
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「熱がなくても」 頭やのどが痛い、鼻水やせきが出る場合などは、必ずご相談ください。 

休憩時の水分補給等でマスクを外し

て会話すれば、濃厚接触者になる。 

 

学校では今後も感染対策に力を入れてまいりますが、急な感染拡大により学級閉鎖や学校閉鎖になる可能性

も考えられます。保護者の皆様には、常に学校からのメールやホームページ等のチェックをお願いいたします。 

なぜ×なのかわかるかな？ 


